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１．決算概況

市場環境

連結業績概要

◼ 世界経済は、インフレ抑制を目的とした各国中央銀行による利上げや昨年2月以来のロシアによるウ
クライナ侵攻の影響から停滞、減速状況が続いている。資材費や輸送運賃の高騰、サプライチェーン
の混乱も、全体的には改善の兆しが見られるものの、地域によっては依然として継続している

◼ 物流機器市場は、国内においてはコロナ禍前と同様の水準で推移。海外においては、米州は景気の
減速感もあるが物流ニーズは底堅くコロナ禍前を上回る需要が継続。アジアも前年度と同様に高い水
準で推移する一方、欧州はコロナ禍前の水準は維持しながらも縮小傾向で推移。中国はゼロコロナ
政策の解除により回復基調にあるものの、年度前半の落ち込みを挽回するには至っていない

◼ 当社においては、部品供給の遅れによるリードタイムの長期化や資材費・輸送費を始めとしたコスト高
は続いているが、受注は地域差はあるものの概ね順調。国内、海外において生産、出荷を推進してお
り、価格適正化の取り組み効果も出てきている

◼ 売上高は、米州、欧州を中心とした販売台数増に加え、為替の円安影響が追い風となり、前年比
+32.2％の増収

◼ のれん等償却前営業利益は、米州における好調な受注を背景とした売上高の増加とレンタル事業の
好調に加え、価格適正化の取り組みや為替の円安影響が大きく寄与し、前年比+92.1%の増益
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２．決算ハイライト

損益計算書 FY2021 FY2022 前年同期比増減

売上高 4,654.0 6,154.2 +1,500.1 +32.2％

営業利益（のれん等償却前）

（営業利益率）
130.1

（2.8％）

249.9
（4.1％）

+119.8 +92.1％

のれん等償却 94.2 102.8 ― ―

営業利益
（営業利益率）

35.9
（0.8％）

147.0
（2.4％）

+111.1 +309.4%

経常利益
（経常利益率）

32.4
（0.7％）

116.4
（1.9％）

+84.0 +259.4%

親会社株主に帰属する
当期純利益
（当期純利益率）

7.1
（0.2％）

69.1
（1.1％）

+61.9 +864.0%

（単位：億円）

貸借対照表 FY2021 FY2022 前期末比増減

総資産 4,056.0 4,754.3 +698.3 +17.2％

総負債 3,418.6 3,994.0 +575.4 +16.8％

純資産 637.3 760.2 +122.9 +19.3％

FY2021実績レート：USD＝112.38円 EUR＝130.56円 CNY＝17.51円
FY2022実績レート：USD＝135.47円 EUR＝140.97円 CNY＝19.75円



◼ 国内事業はコスト高に比して価格適正化の効果は限定的で減益。海外事業は売上高増と
価格適正化の取り組みが寄与した。トータルは為替影響も加わり前年比+92.1%の増益

◼ 国内事業は微増、海外事業の欧米での販売台数増及び為替の円安影響により、トータルは
前年比+32.2%の増収
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３．セグメント別業績

（単位：億円）

4,654.0

6,154.2

（単位：億円）

増収
+1,500.1億円
（+32.2％）

FY2022地域別内訳

日本
28.7％
（37.4％）

欧州
16.8％
（17.3％）

米州
48.1％
（38.6％）

FY2022セグメント別内訳

国内事業
21.4％
(48.9％)

海外事業
78.6%
(51.1％)

アジア・
中国
6.4％

（6.7％）

（）は前年実績

（）は前年実績

増益
+119.8億円
（+92.1％）

130.1

249.9

（※）のれん等償却前営業利益
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４．地域別売上高（為替影響含む）

（単位：億円）

日本

1,739.5 1,763.2
増収

+23.7億円
（+1.4％）

（単位：億円）

米州

1,796.3

2,960.7

増収
+1,164.4億円
（+64.8％）

（単位：億円）

1,033.9
805.0

増収
+228.8億円
（+28.4％）

欧州

（単位：億円）

313.0

396.2
増収

+83.1億円
（+26.6％）

アジア・中国

為替影響
504.7億円含む

為替影響
69.7億円含む

為替影響
11.6億円含む



◼ 国内事業：年度前半の部品欠品による出荷不足をサービス売上増でカバーし微増

◼ 海外事業：米州を中心とした販売台数の増加、為替の円安影響に加え、EQD(※)での
レンタル事業の伸長が寄与。欧州、アジアでも売上を伸ばした
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５．連結売上高増減要因（前年同期実績対比）

（単位：億円）

+23.7

+71.5
+159.1

+659.7
為替影響

国内事業

米州事業

欧州事業

アジア・中国
事業

FY2021

実績
FY2022

実績

4,654.0

6,154.2+586.0

（※） EQD社：Equipment Depot, Inc.

連結売上高1,500億円増
（+32.2%）



◼ 資材費は米州等でピークアウトした一方、日本では高止まり。人件費などインフレ影響も深刻

◼ 売上高増、価格適正化の取り組み効果、為替の円安影響により前年比+92.1%の増益
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６．連結営業利益増減要因（前年同期実績対比）

売上増に伴う
粗利増/

MIX

FY2021
（のれん等償却前）

FY2022
（のれん等償却前）

輸送費増

資材費
高騰

のれん等
償却

FY2022

実績

（単位：億円）

連結
調整他

労務費等
経費増

為替
影響

のれん等
償却

FY2021

実績

価格
改定

+159.9

35.9

249.9
+11.6

130.1
-94.2

-102.8

-268.7

+11.3

-110.8

+279.6

147.0

米州
関税 +96.1

うち、運賃高騰-27.7
ボリューム増-31.5

-59.2

のれん等償却前営業利益
119.8億円増（+92.1%）



◼ 米国新リース会計基準適用によるリース資産の増加及び為替の換算影響で総資産は増加

流動負債 1,807 2,087 +280

固定負債 1,611 1,906 +295

負債合計 3,418 3,994 +575

純資産計 637 760 +122

4,056 4,754 +698負債・純資産合計

項目 増減FY2021 FY2022

流動資産 2,375 2,645 +269

（有形固定資産） 1,022 1,489 +466

（無形固定資産） 470 411 -58

（投資その他） 187 208 +20

固定資産計 1,680 2,108 +428

4,056 4,754 +698

項目 増減

資産合計

FY2021 FY2022

637 760

3,418
3,994

FY2021 FY2022

純資産 負債

1,680 2,108

2,375
2,645

FY2021 FY2022

固定資産 流動資産
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７．連結貸借対照表

資

産

負
債
／
純
資
産

4,056

4,754

4,754

4,056

資産
698億円増

負債
575億円増

純資産
122億円増

流動資産：増
為替の換算影響及び売掛債権、棚卸資産の増加等

固定資産：増
米国新リース会計基準適用によるリース資産の増加等

負債：増
為替の換算影響及び米国新リース会計基準適用によるリース債務の増加

純資産：増
利益剰余金及び為替換算調整勘定の増加

（単位：億円）



◼ 営業C/Fは287.4億円のプラスを確保

◼ 投資C/Fは米国の旺盛なレンタル需要を背景としたレンタル用車両への投資拡大により-402.3億円

◼ フリーC/Fは米国新リース会計基準適用（※次項参照）により、資産売却収入を営業C/Fから財務C/Fに
組替したこと等が影響し-114.9億円
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FY2022

現金及び
現金同等物残高

（単位：億円）

125.6 132.4

-47.0

-448.6

+258.4
税引前
利益

その他
営業CF

のれん
償却額

有形固定
資産取得

短期
借入金
増減

減価
償却費

有形固定
資産売却 +216.1

-8.5

+79.6

短期
貸付金
減少

その他
投資CF

長期
借入金
増減

配当金
支払

その他
財務CF

為替
影響他

営業活動によるキャッシュ・フロー
287.4億円（前年 206.2）

投資活動によるキャッシュ・フロー
-402.3億円（前年 -192.4）

財務活動によるキャッシュ・フロー
117.2億円（前年 -46.0）

フリーキャッシュ・フロー
-114.9億円（前年 13.8）

８．キャッシュ・フローの状況

＋4.4

+77.2

+13.7

FY2021

現金及び
現金同等物残高

+27.4
-100.7

+122.4

-170.7

その他の
金融取引
に係る増減

-17.0

現金及び現金同等物6億円増
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９．キャッシュ・フローの状況ー組替内容詳細

◼ 2022年度から当社の米州子会社においてUS-GAAPのリースに関する新会計基準「ASC842」を適用

◼ 基準適用により、米州子会社のセール・アンド・リースバック取引は売却の要件を満たさないこととなったため、これ
まで営業C/Fに区分していた資産の売却収入を金融取引（財務C/F）として認識することとなった。また、欧州
子会社等の同様の取引についても当基準を適用

◼ 米国新リース会計基準適用の影響を除外すると、フリーC/Fは135.4億円。前年比+121.6億円と大幅改善

車両仕入先

（グループ会社含む）

販売会社（EQD等）
（売手/借手）

顧客

金融機関等
（買手/貸手）

①車両購入
②売却（セール）

④リース/レンタル取引
③リースバック

S&LB

車両仕入先

（グループ会社含む）

販売会社（EQD等）
（売手/借手）

顧客

金融機関等
（買手/貸手）

①車両購入
②売却不成立

④リース/レンタル取引
③資金調達

金融取引

×

（単位：億円） FY2021

FY2022 前年比
組替内容

組替前
組替金額

組替後 組替前 組替後営業C/F 投資C/F

営業C/F 206.2 460.1 -172.7 287.4 +253.9 +81.2
米国新リース会計基準の適用により米州子会
社の資産売却収入を財務C/Fに振替

投資C/F -192.4 -324.7 -77.6 -402.3 -132.3 -209.9
欧州子会社等の同様の取引について財務C/F
に振替

フリーC/F 13.8 135.4 -172.7 -77.6 -114.9 +121.6 -128.7

財務C/F -46.0 -133.1 +172.7 +77.6 117.2 -87.1 +163.2



収

益

性

売上高営業利益率
営業利益

0.8% 2.8% 2.4%

3.3%
総資本

自己資本利益率（ROE）
当期純利益

1.2% 8.6% 10.0% 12.6%
自己資本

総

合

総資本利益率（ROA）
当期純利益

0.2% 2.2% 1.6%

4.1%

 指標 算式
FY2021 FY2022

コメント
のれん等償却前(※1) のれん等償却前(※1)

総資本回転率
売上高

1.2回

株主資本

売上高

売上高当期純利益率
当期純利益

0.2% 2.1% 1.1% 2.7%
売上高

棚卸資産

15.9%

売上高の大幅増加、価格適正化の取

り組み効果、為替の円安影響による業

績回復に伴い、各指数が良化。

効

率

性

棚卸資産回転率
売上原価

4.6回

総資本

D/Eレシオ
有利子負債

3.0倍

総資本

売上債権回転率
売上高

株

式

関

連

1株あたり利益
当期純利益

6.73円 89.52円 64.82円 155.12円

1.4回

売上債権

4.7回

3.0倍

6.0回 6.8回

安

全

性

自己資本比率
自己資本

15.6%

6.1倍 株価：

2022年3月末：932円

2023年3月末：941円

1株あたり利益

株価純資産倍率（PBR）
株価

1.6倍 1.3倍
1株あたり純資産

発行済株式数

株価収益率（PER）
株価

138.5倍 10.4倍 14.5倍
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【参考資料】主な経営指標

(※1) 参考値



◼ 2022年度のリースレンタル投資が2021年度比で大きく増加したことには米国新リース会計基準適用の
影響を含む
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【参考資料】設備投資／研究開発費
■設備投資額

■研究開発費

267.1

456.9 430.0
（単位：億円）

（単位：億円）

51.950.4

FY2021 FY2022 FY2023計画値

46.5
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【参考資料】四半期推移（事業別売上高・営業利益）

FY2021 FY2022

FY2021 FY2022

（単位：億円）

（単位：億円）

営
業
利
益
(※)

（※）のれん等償却前営業利益

売
上
高

1Q 2Q 3Q 4Q

1,080.7 1,080.1

34.7
28.2

1,207.3 1,285.7

37.2
29.8

1,352.9

10.8

1Q 2Q 3Q 4Q1Q 2Q 3Q 4Q

51.2

1,442.9
1,613.6

90.3

1,744.6

97.4



415.5 400.3 450.7 530.3 619.6 639.5 748.6 858.1
181.8 178.4 196.5

203.6
235.2 259.9

257.6
270.5

57.1 61.3
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84.4

16.9 13.1
16.7

16.5
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【参考資料】四半期推移（カテゴリー別売上高）

（単位：億円）

（単位：億円）

売
上
高
／
海
外

売
上
高
／
国
内

1Q 2Q 3Q 4Q

409.2 426.9

671.4 653.1

447.0 456.2

760.3
829.5

390.1

962.8

1Q 2Q 3Q 4Q1Q 2Q 3Q 4Q

1,029.8

413.1
467.9

1,145.6

492.0

1,252.5
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【参考資料】株価の推移

（円）

日経平均株価推移

当社株価推移

2017年5月
経営統合方針決定

2015年7月
ユニキャリア社の
株式取得を公表

2017年10月
三菱ロジスネクスト

誕生

（円）

2012年11月
三菱重工業との
事業統合を公表

5月31日終値

1,145円

2013年4月
ニチユ三菱フォークリフト

誕生

2023年
年初来高値：1,230円（5月11日）

年初来安値： 635円（1月16日）
＜2023年5月31日現在＞
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2023年度経営方針

三菱ロジスネクスト株式会社
代表取締役社長 間野裕一
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１．フォークリフト市場動向【出荷】
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（千台） （千台）（千台）

（千台）

市場台数

バッテリー車率

（千台）

CY2022(1-9月)

世界台数

1,483千台
（バッテリー車率69.6％）

日本 米州 欧州（中東・アフリカ含む）

中国 APAC（南ア含む）
APAC

（南ア含む）

8.2％

中国
37.3％

日本
4.5％

欧州
（中東・アフリカ含む）

31.1％

米州
18.9％

注）WITS加盟団体の統計開示方針変更のため１～12月のCYで集計
上記によるWITS統計開示遅延の為、日本はJIVA、米州はITAより集計。他地域は各国の統計データ未開示の為、CY2022/4Q以降は空白
なお、JIVAはWITSとは基準が異なり、一部の車種が含まれていない。ITAは中国・韓国メーカーの米州内販売台数が含まれていない

88 88 91

300
284

333

CY2019 CY2020 CY2021 CY2022 CY2023

JIVA
83

注）

531

485

615

463

628

797
112

98

133

CY2019 CY2020 CY2021 CY2022 CY2023

ITA
266

注）

◼ 日本(JIVA統計)は前年と同様の水準で推移、米州(ITA統計)は景気減速感はあるものの
物流機器市場は堅調を維持しており、前年を上回る需要が継続

JIVA ITA



◼ 前年比で、日本を除く全地域の受注が減少

◼ コロナ禍前に比べると需要は強いものの、世界的な景気減速により受注は漸減
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２．フォークリフト市場動向【受注】（四半期推移）

© MITSUBISHI LOGISNEXT CO., LTD.  All rights reserved. 19

（単位：千台）

※ClassⅢ : 自走式電動小型リフト

340 348

306 304

受注台数（ClassⅢ(※)除く）

注）WITS加盟団体の統計開示方針変更のため１～12月のCYで集計

対前年同期比
+5.4％

358
317

対前年同期比
-9.1％

260

対前年同期比
-15.1％

251

対前年同期比
-17.3％
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３．当社受注状況（4月～3月）
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FY2022

受注

APAC
（南ア含む）

12％中国
2％

日本
24％

欧州
（中東・アフリカ含む）

16％

米州
46％

注）FY2019=1として指数化。小数点以下の差により、同じ数値表記であっても見かけ上グラフの高さに違いが生じることがある

日本 米州 欧州（中東・アフリカ含む）

中国 APAC（南ア含む）

◼ コロナ禍前の2019年比では、米州、APACが強く、全体もコロナ禍前の水準を上回っている

◼ 前年比では、世界的な景気減速により-20%
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• 2022年度の部品不足によるフォークリフト出荷
遅延解消に努める

• 価格適正化の取り組み効果は2023年度より
本格化

日本

• 価格適正化の取り組み効果は2022年度に
本格化

• 2022年度に立ち上げた新機種WH車の販売
促進等によるシェアアップ

欧州（中東・アフリカ含む）

• 価格適正化の取り組み効果は2022年後半に
本格化

• 半導体を確保、1年分程度の受注残の解消を
進め生産・出荷を整流化

米州

• コロナ政策緩和による行動制限解除を
追い風に、小型バッテリー車FB-80拡販による
エンジン車代替需要の取込み

中国

• 生産・出荷を進めリードタイムの標準化に努めるAPAC（南ア含む）

４．フォークリフト市場見通しと当社の状況

コロナ禍前と変わらず横ばいで推移。
2022年比では若干増加の見込み

コロナ禍前と比べると強い需要が継続。
直近では金融引き締めによる景気減速により、
2022年比では減少の見込み

コロナ禍前と同レベルで推移。
ウクライナ情勢による買い控え、各社の値上げ
等で2022年比では微減の見込み

市場は拡大傾向、2022年比でも増加の
見込み。 2022年の排ガス4次規制導入により
バッテリー化が加速

コロナ禍からの回復局面により市場は拡大。
経済成長の減速により2022年比では若干
減少の見込み

FY2023 市場見通し 当社の状況

◼ 市場はコロナ禍前と比較すると引き続き強いが、2022年比では日本・中国を除き減少傾向

◼ 2022年度の半導体等部品不足による生産、出荷遅延を挽回し、当社の出荷は増加の見込み。
尚、米州では1年分程度の受注残があり、直近の市場縮小が業績に与える影響は僅少



 売上高5,000億円
 営業利益(※)300億円、営業利益率6%（※）のれん等償却前営業利益

 自己資本比率20％以上

2.8%

2.8%

4.1%

5.6%

FY2020 FY2021 FY2022 FY2023

• 豊富な受注残の生産・出荷、価格適正
化の取り組み効果により営業利益増加

• フリーC/Fの獲得に努め、自己資本比率
についても20％まで改善見込み

© MITSUBISHI LOGISNEXT CO.,LTD.  All rights reserved. 22

５．中期経営計画 進捗状況

中期経営計画 「Logisnext SolutionS 2023」 （呼称、『LS23』）

売上高
達成済

企業耐力の強化 成長戦略の推進 ブランド力向上

見通し

自己資本比率
15.1%

売上高

営業利益率

（単位：億円）

20%

15.6%

15.9%

『LS23』

◼ 『LS23』目標値の売上高
5,000億円は2022年度で
超過達成

◼ 2023年度は営業利益の
『LS23』目標値達成を見通す

3,914

4,564

6,154
6,300

109 130

249

350

営業利益



FY2022実績 FY2023見通し 前年同期比増減

販売台数 112千台 115千台 +3.0 +2.7%

売上高 6,154.2 6,300.0 +145.7 +2.4%

営業利益（のれん等償却前）

（営業利益率）
249.9

（4.1％）

350.0
（5.6％）

+100.0 +40.0%

のれん等償却 102.8 100.0 － －

営業利益
（営業利益率）

147.0
（2.4％）

250.0
（4.0％）

+102.9 +70.0%

経常利益
（経常利益率）

116.4
（1.9％）

230.0
（3.7％）

+113.5 +97.5%

親会社株主に帰属する
当期純利益
（当期純利益率）

69.1
（1.1％）

130.0
（2.1％）

+60.8 +88.0%

1株あたり配当 9円 16円 － －
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６．FY2023業績見通し

（単位：億円）

FY2023計画レート：USD=130円 EUR=140円 CNY=20円

◼ 世界的な景気減速懸念から、市場環境は前年比悪化を見込むが、生産整流化により米州
を中心とした受注残の生産・出荷を進め、販売台数は増加を計画

◼ 売上高、全利益項目で過去最高を見込む
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輸送費

FY2023

見通し

米国
関税

FY2022

実績

資材費

人員増や営業活動
増加に伴う
経費増

７．通期見通し 営業利益(※)増減要因

（単位：億円）

価格改定

売上増に伴う
粗利増/

MIX

（※）のれん等償却前営業利益

為替
影響他

インフレ影響
に伴う経費増

◼ 資材費・輸送費の高騰が落ち着き、前年比で調達環境の良化を見込む

◼ 世界的なインフレとアフターコロナ下での事業活動の正常化による人件費・経費増が不可避

◼ 販売台数増に加え、価格適正化の刈り取りで人件費増等の影響をカバーし、+100億円の
350億円を見込む

営業利益(※)100億円増
（+40.0%)
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８．『LS23』最終年度に向けて

◼ 2023年度は完遂・進化フェーズとして、あらゆる打ち手で収益力の向上を実現

◼ 安心・安全な物流ソリューションの提供、自動化への取り組みを推進

2021年度
始動・基盤構築フェーズ

2022年度
成長・拡大フェーズ

2023年度
完遂・進化フェーズ

• 米州事業の更なる拡大

• MLA社（※）の受注残解消、
EQD社の買収・リースレンタル
事業強化の取り組み

• 欧州事業の直販・リースレンタ
ル事業の強化

• 米州事業EQ Solutions 強化

• 欧州事業のミックスドフリート
ソリューションによる差別化戦略

• 三菱重工業等との協業活動

• 社員エンゲージメントの向上

• ステークホルダーの認知度向上

• リクルート・次世代育成

• 地域連携

• 社会貢献

収益力強化 ブランド力向上
物流ソリューション事業の

取り組み

（※）MLA社：Mitsubishi Logisnext Americas Inc.
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９．収益力強化ー米州
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◼ 2023年度は一層の生産整流化に努めることで、売上高確保を目指す

◼ 2022年後半から価格適正化の取り組みが本格的に寄与、収益力拡大

• 2022年度は過去最高の業績を達成

• 2022年度に買収したNorlift社（現EQD 

Northwest社）は初年度より、収益計画
を超過達成

• レンタル市場拡大に応じたレンタル車両の
追加投資

EQD社

MLA社

• 半導体の安定供給を進め、1年分程度の受
注残を解消

• 景気後退懸念が高まる中、引き続き受注の
確保を目指す

米州 売上高

FY2020 FY2021 FY2022 FY2023 FY2024 FY2025

EQD社 売上高

（単位：億円）

（単位：$B）



• 脱炭素、自動化の先進市場における
ミックスドフリートソリューション（フォークリフトと
AGV）による差別化

• 三菱重工業のΣSynX技術をベースとした
MLFI社での並行開発

１０．物流ソリューション事業の取り組み①
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◼ 海外拠点と連携し、グローバルな物流ソリューション事業の展開を推進

◼ ΣSynX (※1)の活用、人機協調による物流ソリューション事業の拡大を目指す

➢ MLA社

• MLA社代理店網を駆使した
MLFI社(※2)製RoclaブランドAGV

等の販売拡大

• マレンゴ工場に「Rocla AGV

デモンストレーションセンター」を新設

➢ EQD社 EQ Solutions

• 組織拡大・営業教育実施による強化

• 2022年度の成約金額は
過去最大を記録

米州 欧州

日本

• 三菱重工業、他社との共同開発

• ΣSynXを活用したAGFによる
倉庫内物流の自動化

（※1）三菱重工業が掲げる、物流機器の自律化・知能化
ソリューションコンセプト 「ΣSynX（シグマシンクス）」

（※2）MLFI社：Mitsubishi Logisnext Europe Oy

ATX（スタッカータイプAGV）



１１．物流ソリューション事業の取り組み②
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AMR（※）＃1実績
ソフトウェア企業

Made in Japan

品質とサポート
当社バッテリーフォークリフト

車体提供

◼ チューリッヒ工科大学発のベンチャー企業でロボットソリューションの最先端技術を有し、開発・
導入・運用支援を行っているラピュタロボティクス株式会社と業務提携・協業を開始。物流業
界におけるDXの促進・加速に貢献

◼ 日本：ラピュタロボティクス社との協業

• ラピュタロボティクス社の自動制御装置を当社製バッテリーフォークリフト（車体）に搭載し、フォークリフト
を自動化

2023年4月12日～14日開催
関西物流展

自動フォークリフト デモの様子

（※）AMR：自律走行搬送ロボット



１２．物流ソリューション事業の取り組み③
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①AGFによる出庫

③AGVによる搬送 ④ピッキング

②AGFとAGVの連携

〈従来のピッキングのフロー〉

〈自動ピッキングのフロー〉

◼ 三菱重工業、キリンビバレッジ株式会社ならびにキリングループロジスティクス株式会社と飲料
倉庫への自動ピッキングソリューション導入に関する共同実証を開始

◼ ΣSynX技術でピッキング作業を自動化・知能化。飲料業界が抱える課題を解決

◼ 日本：三菱重工業とキリングループとの協業
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１３．ブランド力向上

◼ 社員のエンゲージメント、ステークホルダーの認知度向上や、社会貢献、地域連携など、多方
面のステークホルダーとの連携を通じ、当社グループの継続的な「ブランド力向上」に努める

◆ 社員エンゲージメントの向上

◆ ステークホルダーの認知度向上

◆ リクルート・次世代育成

◆ 地域連携

◆ 社会貢献

取り組み事項

1.社員エンゲージメントの向上

3.リクルート・次世代育成

4.地域連携

当社ホームページ刷新、
内容充実

社内インフラ活用強化による
コミュニケーション充実

女子プロゴルフ
古江選手協賛・支援

SNSによる情報発信
（Youtube）

若年層向け
エンジニアリング教育支援

びわ湖清掃活動
京都・滋賀地区
スポーツ事業支援

5.社会貢献

ブランド力向上

Jリーグ京都サンガFC 協賛・支援

ラグビーダイナボアーズ 協賛・支援

2023年度以降の
新たな取り組み

２. ステークホルダー
の認知度向上

京都・滋賀地区
交通広告

滋賀地区
学校教育支援

京都フィルハーモニー 協賛・支援
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注意事項

⚫ 本資料につきましては投資家の皆様への情報提供のみを目的としたものであり、売買の勧誘を目的
としたものではありません。

⚫ 本資料における将来予測に関する記述につきましては、目標や予測に基づいており、確約や保証を
与えるものではありません。

⚫ 将来における弊社の業績が、現在の弊社の将来予測と異なる結果になることがある点を認識された
上で、ご利用ください。

⚫ 業績等に関する記述につきましても、信頼できると思われる各種データに基づいて作成しておりますが、
弊社はその正確性、安全性を保証するものではありません。

⚫ 本資料は、投資家の皆様がいかなる目的にご利用される場合においても、ご自身のご判断と責任に
おいてご利用されることを前提にご提示させていただくものであり、弊社はいかなる場合においてもその
責任は負いません。
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